
(57)【要約】

【課題】超音波プローブの素子数が多くなって配線基板

の長さが長くなっても、それと共に先端部本体の長さが

伸びることを防止して、検査を受ける患者の苦痛を増大

させることなく超音波断層像の画質を高品質にすること

ができる超音波内視鏡の先端部を提供すること。

【解決手段】挿入部１内に挿通配置された超音波信号ケ

ーブル１４が、超音波プローブ３の裏側位置に配置され

た配線基板１３に接続された超音波内視鏡の先端部にお

いて、配線基板１３を先端部本体２の先側半部２ａと後

側半部２ｂの双方にまたがって配置して、先端部本体２

の後側半部２ｂにおいては配線基板１３を光学観察像形

成部材４，５，８，１０と並列に配置した。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 挿 入 部 の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 部 本 体 の 先 側 半 部 に 超 音 波 断 層 像 を 得 る た め の 電 子 走 査
方 式 の 超 音 波 プ ロ ー ブ が 配 置 さ れ て 、 光 学 観 察 像 を 得 る た め の 光 学 観 察 像 形 成 部 材 が 上 記
先 端 部 本 体 の 後 側 半 部 に 配 置 さ れ 、 上 記 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 超 音 波 信 号 ケ ー ブ ル が
、 上 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 裏 側 位 置 に 配 置 さ れ た 配 線 基 板 に 接 続 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端
部 に お い て 、
　 上 記 配 線 基 板 を 上 記 先 端 部 本 体 の 先 側 半 部 と 後 側 半 部 の 双 方 に ま た が っ て 配 置 し て 、 上
記 先 端 部 本 体 の 後 側 半 部 に お い て は 上 記 配 線 基 板 を 上 記 光 学 観 察 像 形 成 部 材 と 並 列 に 配 置
し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 内 視 鏡 に お い て は 一 般 に 、 挿 入 部 の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 部 本 体 の 先 側 半 部 に 超
音 波 断 層 像 を 得 る た め の 超 音 波 プ ロ ー ブ が 配 置 さ れ 、 光 学 観 察 像 を 得 る た め の 光 学 観 察 像
形 成 部 材 が 先 端 部 本 体 の 後 側 半 部 に 配 置 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 そ の よ う な 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て は 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 超 音
波 信 号 ケ ー ブ ル が 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 裏 側 位 置 に 配 置 さ れ た 配 線 基 板 に 接 続 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ３ ６ ２ ５ ７
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ４ は 、 従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 一 例 を 示 し て お り 、 挿 入 部 ９ ０ の 先 端 に 連 結 さ
れ た 先 端 部 本 体 ９ １ の 先 側 半 部 ９ １ ａ に 電 子 走 査 方 式 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ９ ２ が 配 置 さ れ 、
観 察 窓 ９ ３ 、 対 物 光 学 系 ９ ４ 及 び 固 体 撮 像 素 子 ９ ５ 等 の よ う な 光 学 観 察 像 形 成 部 材 が 、 先
端 部 本 体 ９ １ の 後 半 部 分 ９ １ ｂ に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 先 端 部 本 体 ９ １ の 先 側 半 部 ９ １ ａ に 形 成 さ れ た 配 線 接 続 空 間 ９ ６ 内 に は 、 超 音 波 プ ロ ー
ブ ９ ２ の 裏 側 位 置 に 配 置 さ れ た 配 線 基 板 ９ ７ が 収 容 さ れ て い て 、 挿 入 部 ９ ０ 内 に 挿 通 配 置
さ れ た 超 音 波 信 号 ケ ー ブ ル ９ ８ の 各 信 号 線 ９ ８ ａ の 先 端 が 、 配 線 接 続 空 間 ９ ６ 内 で 配 線 基
板 ９ ７ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の よ う な 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 超 音 波 断 層 像 を 画 素 数 の 多 い 高 品 質 な も の
に す る た め に は 超 音 波 プ ロ ー ブ ９ ２ の 素 子 数 を 多 く す る 必 要 が あ り 、 そ れ と 共 に 、 超 音 波
プ ロ ー ブ ９ ２ に 入 出 力 さ れ る 電 気 信 号 を 伝 送 す る た め の 超 音 波 信 号 ケ ー ブ ル ９ ８ の 信 号 線
９ ８ ａ の 数 も 多 く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 そ の よ う に す る と 、 必 然 的 に 配 線 基 板 ９ ７ の 長 さ が 長 く な っ て 、 図 ４ に 示 さ れ
る よ う に 先 端 部 本 体 ９ １ の 先 側 半 部 ９ １ ａ の 長 さ が 長 く な る こ と に よ り 先 端 部 本 体 ９ １ 全
体 の 長 さ が 長 く な り 、 そ れ を 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 患 者 の 受 け る 苦 痛 が 増 大 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 素 子 数 が 多 く な っ て 配 線 基 板 の 長 さ が 長 く な っ て も
、 そ れ と 共 に 先 端 部 本 体 の 長 さ が 伸 び る こ と を 防 止 し て 、 検 査 を 受 け る 患 者 の 苦 痛 を 増 大
さ せ る こ と な く 超 音 波 断 層 像 の 画 質 を 高 品 質 に す る こ と が で き る 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 挿 入 部 の 先 端 に 連 結 さ
れ た 先 端 部 本 体 の 先 側 半 部 に 超 音 波 断 層 像 を 得 る た め の 電 子 走 査 方 式 の 超 音 波 プ ロ ー ブ が
配 置 さ れ て 、 光 学 観 察 像 を 得 る た め の 光 学 観 察 像 形 成 部 材 が 先 端 部 本 体 の 後 側 半 部 に 配 置
さ れ 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 超 音 波 信 号 ケ ー ブ ル が 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 裏 側 位 置 に 配
置 さ れ た 配 線 基 板 に 接 続 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、 配 線 基 板 を 先 端 部 本 体 の
先 側 半 部 と 後 側 半 部 の 双 方 に ま た が っ て 配 置 し て 、 先 端 部 本 体 の 後 側 半 部 に お い て は 配 線
基 板 を 光 学 観 察 像 形 成 部 材 と 並 列 に 配 置 し た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 配 線 基 板 を 先 端 部 本 体 の 先 側 半 部 と 後 側 半 部 の 双 方 に ま た が っ て 配 置
し て 、 先 端 部 本 体 の 後 側 半 部 に お い て は 配 線 基 板 を 光 学 観 察 像 形 成 部 材 と 並 列 に 配 置 し た
こ と に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 素 子 数 が 多 く な っ て 配 線 基 板 の 長 さ が 長 く な っ て も 、 そ れ
と 共 に 先 端 部 本 体 の 長 さ を 伸 ば す 必 要 が な い の で 、 検 査 を 受 け る 患 者 の 苦 痛 を 増 大 さ せ る
こ と な く 超 音 波 断 層 像 の 画 質 を 高 品 質 に す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 挿 入 部 の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 部 本 体 の 先 側 半 部 に 超 音 波 断 層 像 を 得 る た め の 電 子 走 査
方 式 の 超 音 波 プ ロ ー ブ が 配 置 さ れ て 、 光 学 観 察 像 を 得 る た め の 光 学 観 察 像 形 成 部 材 が 先 端
部 本 体 の 後 側 半 部 に 配 置 さ れ 、 挿 入 部 内 に 挿 通 配 置 さ れ た 超 音 波 信 号 ケ ー ブ ル が 、 超 音 波
プ ロ ー ブ の 裏 側 位 置 に 配 置 さ れ た 配 線 基 板 に 接 続 さ れ た 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 に お い て 、
配 線 基 板 を 先 端 部 本 体 の 先 側 半 部 と 後 側 半 部 の 双 方 に ま た が っ て 配 置 し て 、 先 端 部 本 体 の
後 側 半 部 に お い て は 配 線 基 板 を 光 学 観 察 像 形 成 部 材 と 並 列 に 配 置 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ３ は 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 を 示 し て い る 。
　 可 撓 管 状 の 挿 入 部 １ の 先 端 に 連 結 さ れ た 先 端 部 本 体 ２ の 先 側 半 部 ２ ａ に は 、 超 音 波 断 層
像 を 得 る た め の 電 子 走 査 方 式 の い わ ゆ る コ ン ベ ッ ク ス タ イ プ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ が 配 置 さ
れ 、 そ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に よ る 走 査 方 向 に 対 応 し て 先 端 部 本 体 ２ の 後 側 半 部 ２ ｂ の 前 端
部 に 形 成 さ れ た 斜 面 ２ ｃ に は 、 光 学 観 察 像 を 得 る た め の 観 察 窓 ４ や 照 明 窓 ５ 等 が 配 置 さ れ
て い る 。 ６ は 処 置 具 突 出 口 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 の 側 面 断 面 図 で あ る 。 た だ し 、 説 明 の た め
の 図 面 数 が 増 大 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 図 １ は 複 数 箇 所 の 断 面 を 合 成 し て 一 つ の 断 面
の ご と く 図 示 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 先 端 部 本 体 ２ の 後 側 半 部 ２ ｂ の 内 部 に は 、 観 察 窓 ４ の 奥 に 、 対 物 光 学 系 ８ と そ の 対 物 光
学 系 ８ に よ り 投 影 さ れ る 被 写 体 の 光 像 を 撮 像 す る た め の 固 体 撮 像 素 子 １ ０ 等 が 内 蔵 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ９ は 対 物 光 学 系 ８ の 鏡 筒 、 ８ ａ は 対 物 光 学 系 ８ の 一 部 で あ る プ リ ズ ム 、 １ １ は 、 固 体 撮
像 素 子 １ ０ で 得 ら れ た 撮 像 信 号 等 を 伝 送 す る た め に 挿 入 部 １ 内 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置
さ れ た 撮 像 信 号 ケ ー ブ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 図 １ に お け る II－ II断 面 を 図 示 す る 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 先 端 部 本 体 ２ の 後 側
半 部 ２ ｂ 内 に は 、 射 出 端 が 照 明 窓 ５ の 裏 位 置 に 配 置 さ れ た ラ イ ト ガ イ ド １ ５ 等 も 配 置 さ れ
、 処 置 具 突 出 口 ６ に 連 通 す る 処 置 具 通 過 孔 １ ６ が 先 端 部 本 体 ２ の 後 側 半 部 ２ ｂ の 中 央 部 分
付 近 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 さ れ る 配 線 接 続 空 間 １ ２ 内 に は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ の 裏 側 位 置 に 配 置
さ れ た フ レ キ シ ブ ル な 板 状 の 配 線 基 板 １ ３ が 収 容 さ れ る と 共 に 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ に 入 出
力 さ れ る 電 気 信 号 を 伝 送 す る た め に 挿 入 部 １ 内 に 全 長 に わ た っ て 挿 通 配 置 さ れ た 超 音 波 信
号 ケ ー ブ ル １ ４ の 最 先 端 部 分 が 後 方 か ら 導 入 さ れ て 、 超 音 波 信 号 ケ ー ブ ル １ ４ の 各 信 号 線
１ ４ ａ が 配 線 接 続 空 間 １ ２ 内 に お い て 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の よ う な 配 線 基 板 １ ３ が 収 容 さ れ た 配 線 接 続 空 間 １ ２ は 、 先 端 部 本 体 ２ の 先 側 半 部 ２
ａ と 後 側 半 部 ２ ｂ と に ま た が っ て 形 成 さ れ て い て 、 後 側 半 部 ２ ｂ に お い て は 、 対 物 光 学 系
８ 等 の よ う な 光 学 観 察 像 形 成 部 材 と 並 列 に 観 察 方 向 の 裏 側 に な る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ の 結 果 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ３ の 素 子 数 を 多 く す る た め に 配 線 基 板 １ ３ の 長 さ が 長 く な っ
て も 、 先 端 部 本 体 ２ の 先 側 半 部 ２ ａ 及 び 後 側 半 部 ２ ｂ の 長 さ を ど ち ら も 伸 ば す 必 要 が な く
て 、 先 端 部 本 体 ２ 全 体 の 長 さ が 長 く な ら な い の で 、 超 音 波 内 視 鏡 を 体 腔 内 に 挿 入 さ れ て 検
査 を 受 け る 患 者 の 受 け る 苦 痛 が 増 大 し な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 挿 入 部 １ の い わ ゆ る 先 端 硬 質 部 長 は 、 実 際 に は 先 端 部 本 体 ２ の 長 さ で は な く 、 遠
隔 操 作 に よ り 屈 曲 さ せ る こ と が で き る よ う に 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 に 形 成 さ れ て い る 湾 曲 部
の 最 先 端 の 回 動 支 点 ２ ０ か ら 先 側 の 部 分 の 長 さ で あ る が 、 先 端 部 本 体 ２ の 長 さ が 伸 び な け
れ ば 先 端 硬 質 部 長 も 伸 び な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 図 １ に お け る II－ II断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 ２ 　 先 端 部 本 体
　 ２ ａ 　 先 側 半 部
　 ２ ｂ 　 後 側 半 部
　 ３ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 ４ 　 観 察 窓 （ 光 学 観 察 像 形 成 部 材 ）
　 ５ 　 照 明 窓 （ 光 学 観 察 像 形 成 部 材 ）
　 ８ 　 対 物 光 学 系 （ 光 学 観 察 像 形 成 部 材 ）
　 １ ０ 　 固 体 撮 像 素 子 （ 光 学 観 察 像 形 成 部 材 ）
　 １ １ 　 撮 像 信 号 ケ ー ブ ル
　 １ ２ 　 配 線 接 続 空 間
　 １ ３ 　 配 線 基 板
　 １ ４ 　 超 音 波 信 号 ケ ー ブ ル
　 １ ４ ａ 　 信 号 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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